
 

 

１ 趣旨 

一人一人の人権が尊重され、誰もが安心して過ごすことのできる地域の実現に向けて、防災を人権の視点か  

ら捉えるとともに、子ども・若者をはじめとする多様な立場の人の思いやニーズについて理解を深め、その声  

を地域の防災や復旧・復興に生かすことの大切さを学び、それぞれの立場でできることを考え、実践につなげ 

る機会とする。  
２ 主催 

北海道心の教育推進会議（北海道・北海道警察本部・北海道教育委員会） 

北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課（北海道立生涯学習推進センター）   
３ 日時 

令和８年（2026年）11月 26日（木）13:15～16:30  
４ 会場 

十勝総合振興局庁舎（４F教育局会議室）※オンライン配信も行います。  
５ 対象・定員 

  市町村・市町村教育委員会職員（防災担当職員、社会教育主事、社会教育施設職員等）、人権擁護担当職員・

人権擁護委員、福祉関係職員（民生委員・児童委員、社会福祉協議会職員等）、自主防災組織・消防団等の防災

関係者、ボランティア・社会教育関係団体関係者、各種審議会委員、男女共同参画推進担当者、学校職員（道

徳教育推進教師、人権教育担当教員、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー等）、民間団体（Ｎ

ＰＯ等）職員、社会教育士等 40名（会場参加 20名・オンライン参加 20名）  
６ 日程・内容 

 

【講義】 「誰一人取り残さない防災 ～一人ひとりの声から考える地域づくり～」 

 講師：北海道教育大学釧路校 教授 境  智 洋 氏（予定） 

 【パネルトーク】 「多様な立場の視点から考える防災」 

 モデレーター：帯広市社会福祉協議会 理事  

とかち防災マスターネットワーク 代表 保 前 明 美 氏（予定） 

パネリスト：合同会社ルミネクスト 代表 鳴 海  亮 氏（予定） 

発達サポート Hope 代表 八 嶋 利永子 氏（予定） 

       合同会社日々の 代表 野 澤 まどか 氏（予定） 

【ワークショップ】 「地域の防災で一人ひとりの声を生かすには」 

 モデレーター：帯広市社会福祉協議会 理事 

とかち防災マスターネットワーク 代表 保 前 明 美 氏（予定） 

７ オンラインによる参加方法 

  Web会議システム Zoomを使用して配信します。参加には、インターネットに接続できる環境、機器（パソコ 

 ン、タブレット、スマートフォン等）が必要となります。接続に要する回線使用料は参加者の負担になります 

から、使用される回線の契約内容等を事前に御確認ください。  
８ 申込み方法 

  右の二次元コードから必要事項を記入の上、送信してください。申込み締切後、 

オンライン参加者には、ZoomのミーティングＩＤとパスコードをお知らせします。 

※PlantIDをお持ちの教職員の方もこちらからお申込みください。 

 後日、研修コードをお知らせします。申込締切：11月 16日（月）16：00  
９ 注意事項・その他 

  本研修会で収集した個人情報は「北海道個人情報保護条例」に基づき適切に取り扱うとともに、目的以外に 

は使用しません。ただし、本研修会内で撮影した写真、動画、協議内容等は、本研修会の記録として、当研修 

会事業報告書及びホームページで使用する場合がありますので、予め御了承ください。 
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北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課（北海道立生涯学習推進センター）TEL：011-204-5782 E-mail：shougai.12@pref.hokkaido.lg.jp 

〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目道民活動センタービル「かでる２・７」８階 （担当 松本、森、成田）  

お申込み・お問合せ先 

【申込フォーム URL】 

https://www.harp.lg.jp/KlayWU1f 

「一人ひとりの声からつくる、地域の防災」～「人権」の視点から「防災」を考える～ 

令和８年度人権啓発活動地方委託事業「人権教育指導者研修会」 十勝会場 開催要項 

13:00 13：15  13:20                    14:20                 15:05   15:15          16:15    16:25 16:30  

https://www.harp.lg.jp/KlayWU1f

